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元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
一
九

は
じ
め
に

　

王
應
麟
（
一
二
二
三―

一
二
九
六
）
字
は
伯
厚
、
號
は
深
寧
、
慶
元
府
鄞
縣
の
人

で
、
一
二
四
一
年
に
進
士
に
及
第
し
、
度
宗
の
時
、
禮

尙
書

給
事
中
と
な
っ

た
人
物
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
、
考
證
學
の
先
驅
、
或
い
は
寧
波
の
人
物
と
い

う

點
か
ら
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る（
１
）。
本
稿
で
着
目
す
る
の
は
、
彼
が
宋
末
元
初

と
い
う
王
朝
交
代
朞
の
人
物
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

宋
末
元
初
に
お
け
る
士
大
夫
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
が
あ
る
。
村
上
哲
見
氏
は
、

元
朝
へ
の
仕
か
不
仕
か
に
關
わ
ら
ぬ
江
南
士
大
夫
の
相
互
の
交

が
あ
っ
た
こ
と

を
朙
ら
か
に
し
、
あ
く
ま
で
も
元
朝
の

配
に
拒
否
反
應
を
示
し
た
人
々
を
別
に

す
れ
ば
、
一
般
的
に
は
二
朝
に
仕
え
る
こ
と
を
罪
惡
視
す
る
よ
う
な
考
え
方
と
は

無
緣
で
あ
っ
た
と
論
じ
る（
２
）。
さ
ら
に
森
田
憲
司
氏
は
、
士
大
夫
の
中
で
も
、
元
朝

に
仕
え
な
か
っ
た
士
大
夫
を
對
象
と
し
て
論
じ
、
王
應
麟
、
陳

、
舒
岳
祥
の
行

っ
た
公
的
建
造
物
に
對
す
る
碑
の
文

の
作
成
が
、
公
的
建
造
物
の
主
體
で
あ
る

地
方
官
と
の
交

を
示
す
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
、
當
時
の
士
大
夫
と
元
朝
と
の
關

係
を
よ
り
具
體
化
す
る（
３
）。
本
稿
は
さ
ら
に
對
象
を
絞
り
、
當
時
の
士
大
夫
の
思
想

の
具
體
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
王
應
麟
の
身
の
處
し
方
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
思

想
が
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

王
應
麟
の
身
の
處
し
方
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
る
の
は
、
碑
文
の
作
成
で
あ
る
。

森
田
氏
が
指

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黃
宗
羲
（
一
六
一
〇―

一
六
九
五
）
が
大
綱

を
作
成
し
、
王
應
麟
と
同
鄕
の
鄞
縣
人
の
全
祖

（
一
七
〇
五―

一
七
五
五
）
に
よ

っ
て
增
補
修
訂
さ
れ
た
『
宋
元
學
案
』
は
、「
入
元
不
出
」（
卷
八
五
、
深
寧
學
案
）

と
言
い
、
黃
宗
羲
に
師
事
し
た

斯
同
（
一
六
三
八―

一
七
〇
二
）
の

作
で
宋
末

の
忠
義
の
士
を
集
め
た
書
で
あ
る
『
宋
季
忠
義
錄
』
は
、「
宋
滅
び
、
山
中
に
隱

居
す
る
こ
と
二
十
餘
歲
、
自
ら
深
寧
老
人
と
號
し
、
日
に

述
を
事
と
し
、
其
の

紀
年
は
た
だ
甲
子
を
書
す
る
の
み
、
以
て
元
に
臣
せ
ざ
る
を
示
す
」（
卷
十
）
と

言
い
、
い
ず
れ
も
宋
が
滅
亡
し
た
後
は
門
を
閉
ざ
し

述
に
專
念
し
た
人
物
と
し

て
王
應
麟
を
記
し
、
彼
が
元
朝
の
要
請
を
受
け
碑
文
を
作
成
し
た
と
い
う
事
實
に

は
觸
れ
て
お
ら
ず
、
二
朝
に
仕
え
な
か
っ
た
大
節
の
人
と
し
て
論
じ
る（
４
）。
確
か
に

王
應
麟
は
元
朝
に
は
仕
え
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
二
君
に
仕
え
な

い
」
と
い
う
節
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
彼
自
身
が
節
を
全
う
し
た
と
考
え
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
㊮
料
も
殘
っ
て
い
る（
５
）。
し
か
し
『
困
學
紀
聞
』
な
ど
の

述
を

行
う
一
方
で
作
成
し
た
碑
の
文

は
、
公
的
建
造
物
に
對
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼

が
元
朝
と
の
交

を
持
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
る（
６
）。
彼
の
「
二
君
に
仕
え
な

元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想
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一
二
〇

一　
『
困
學
紀
聞
』
に
み
る
淸
議
の
意
義

　

本

は
『
困
學
紀
聞
』
に
論
じ
ら
れ
る
淸
議
の
檢
討
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
淸
議

の
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
彼
の
身
の
處
し
方
の
背
景
に
あ
っ
た
思
想
を
朙
ら
か
に

す
る
。
ま
ず
は
王
應
麟
の
考
え
る
淸
議
の
槪
要
を
ま
と
め
て
お
く
。
王
應
麟
に
よ

れ
ば
、
淸
議
と
は
風
俗
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。「
淸
議
」
を
こ
う
し
た
方
向

で
定
義
づ
け
る
か
の
よ
う
な
次
の
發
言
を
み
ら
れ
た
い
。

家
聲
之
隤
、

西
以
爲
愧
。
城
角
之
缺
、
新
平
以
爲
恥
。
淸
議
所
以
維
持
風

俗
也
。
淸
議
廢
、
風
俗
壞
、
則
㊒
毀
宗
澤
而
譽
張
邦
昌
者
、
㊒
貶
張
浚
而
褒

秦
檜
者
。（
後
略
）（
卷
一
「
易
」）

（
李
陵
が
生
き
た
ま
ま
匈
奴
に
降
り
）
家
名
を
お
と
し
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

（
李
陵
の
故
鄕
の
）

西
の
士
大
夫
ら
は
こ
れ
を
恥
じ
と
し
た
。（
符
堅
は
、
新

平
の
相
で
あ
っ
た
崔
悅
が
郡
人
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
報
復
と
し
て
、
辱
め
を
あ
た
え

る
た
め
に
）
城
郭
の
一

を
壞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
平
の
人
々
は
こ

れ
を
恥
じ
と
し
た
（
そ
し
て
忠
義
を
た
て
て
恥
を
☃
が
ん
と
し
た
）。
淸
議
は
風

俗
を
保
持
す
る
方
法
で
あ
る
。
淸
議
が
廢
れ
、
風
俗
が
破
壞
さ
れ
て
し
ま
う

と
、（
高
宗
に
開
封
を
奪
還
す
る
よ
う
上
書
し
た
）
宗
澤
を
毀
し
て
（
和
議
を
主
張

し
た
）
張
邦
昌
を
譽
め
、（
金
か
ら
國
土
を
奪
還
す
る
よ
う
主
張
し
た
）
張
浚
を

貶
し
て
（
金
と
和
議
を
結
ん
だ
）
秦
檜
を
褒
め
る
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
が
お
こ

る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
淸
議
が
風
俗
を
維
持
で
き
る
の
は
、
春
秋
と
同
じ
く
、
毀
譽
褒
貶
を

朙
ら
か
に
し
、
亂
臣
賊
子
を
懼
れ
さ
せ
る
と
い
う
抑
止
力
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
歬
略
）
王
風
不
復
雅
、
君
子
絕

於
平
王
矣
。
然
雅
亡
而
風
未
亡
。
淸
議

凜
凜
焉
。
擊
鼓
之
詩
、
以
從
孫
子
仲
爲
怨
、
則
亂
賊
之
黨
猶
未
盛
也
。
無

衣
之
詩
、待
天
子
之
命
然
後
安
、則
簒
奪
之
惡
猶
㊒
懼
也
。（
後
略
）（（
卷
六「
春

い
」
と
い
う
節
義
と
、
碑
文
の
作
成
が
示
す
元
朝
と
の
交

は
、
一
見
矛
盾
す
る

事
柄
で
あ
り
、
碑
文
の
作
成
に
言
及
し
た
近
年
の
王
應
麟
硏
究
は
あ
る
も
の
の
、

變
節
と
守
節
と
い
う
正
反
對
の
結
論
に
至
っ
て
い
る（
７
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
王
應
麟
の
身
の
處
し
方
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
先
に

擧
げ
た
兩
論
は
、
そ
の
守
節
か
變
節
か
と
い
う
評
價
の
基
準
が
朙
代
以
降
の
思
想

に
よ
っ
て
い
る
點
が
多
く
、
そ
の
基
準
を
現
代
か
ら
論
じ
る
上
で
は
、
時
代
の
現

場
に
戾
っ
て
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
で
は
王
應
麟
は

如
何
な
る
思
想
の
も
と
で
身
の
處
し
方
を
決
定
し
た
の
か
、
問
題
視
さ
れ
る
碑
文

の
作
成
は
、
彼
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿

で
は
、
先
に
擧
げ
た
鄭
眞
の
『
四
朙
文
獻
集
』、

熊
の
『
深
寧
先
生
文
鈔
摭
餘

編
』
所

の
文
書
を
用
い
て
檢
討
さ
れ
た
近
年
の
王
應
麟
硏
究
が
參
照
し
て
い
な

い
、
宋
滅
亡
後
の

作
の
中
で
も
後
朞
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
『
困
學
紀
聞
』
を

讀
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
再
檢
討
す
る
。『
困
學
紀
聞
』
は
、
說
經
を
は
じ
め
と

し
て
、
天
衟
地
理
、
諸
子
、
考
史
、
評
詩
な
ど
か
ら
な
る
札
記
で
あ
る
が
、
記
事

の
選
擇
や
順
序
の
設
定
は

者
が
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

證
を
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
思
想
意
見
を
埋
め
込
む
こ
と
が
可
能
な
も
の
で

も
あ
る
た
め
、
こ
の
札
記
と
い
う
形
式
は
、
彼
に
と
っ
て
思
想
の
表
現
手
段
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
８
）。
こ
の
よ
う
に
思
想
を
表
朙
し
た
書
と
し
て
こ
の
書

を
扱
っ
た
硏
究
に
は
、
錢

偉
氏
の
「『
困
學
紀
聞
』
的
義
理
史
學
思
想
」（
歬
揭

書
、
二
〇
八
頁
以
降
）、
何
澤
恆
氏
の
『
王
應
麟
之
經
史
學
』（
木

文
化
出
版
社
、

二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
り
、
本
稿
が
特
に
㊟
目
す
る
『
困
學
紀
聞
』
に
み
る
淸
議

に
つ
い
て
は
、
兩
論
を
參
照
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
『
困
學
紀
聞
』
は
、
碑
文

の
作
成
を
含
め
た
彼
の
身
の
處
し
方
の
思
想
的
背
景
を
探
る
と
い
う
本
稿
の
目
的

に
合
致
し
た
重
要
な
㊮
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
二
一

帝
は
（
善
政
を
し
き
衟
に

ち
て
い
る
も
の
を
拾
っ
て
自
分
の
者
と
す
る
者
が
い
な

い
ほ
ど
敎
化
し
た
）
卓

ひ
と
り
を
（
太
傅
に
）
封
じ
た
だ
け
で
、（
人
々
は
光

武
帝
の
好
む
と
こ
ろ
に
な
ら
い
）
節
義
を
重
ん
じ
る
風
俗
が
形
成
さ
れ
た
。
太

宗
は
（
野
鳥
を
鸞
と
い
っ
て
人
主
を
欺
き
出
世
し
た
佞
臣
）
高
德
儒
ひ
と
り
を
誅

殺
し
た
だ
け
で
、諫
言
の
門
を
ひ
ら
い
た
。（
上
に
立
つ
者
の
德
の
）風
が（
下
々

の
者
の
德
で
あ
る
）

を
押
し
た
お
す
（
よ
う
に
感
化
す
る
）
と
い
う
の
は
、

ま
っ
た
く
眞
實
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
君
主
の
德
の
如
何
に
よ
る
風
俗
の
善
し
惡
し
が
、
國
の
興
亡
を
左
右

す
る
。畢

命
一
篇
、
以
風
俗
爲
本
。
殷
民
既
化
、
其
效
見
於
東
遷
之
後
。
盟
向
之
民

不
肯
歸
鄭
、
陽
樊
之
民
不
肯
從
晉
。
及
其
末
也
、
周
民
東
亡
而
不
肯
事
秦
、

王
化
之
入
人
深
矣
。
唐
賈
至
議
取
士
、
以
安
史
之
亂
以
鑑
、
謂
先
王
之
衟
消
、

則
小
人
之
衟
長
。
小
人
之
衟
長
、則
亂
臣
賊
子
生
焉
。

國
之
存
亡
在
風
俗
。

四
維
不
張
而
秦
曆
促
、恥
尙
失
所
而
晉
祚
覆
。至
其
知
本
之
言
哉
。（
卷
二「
書
」）

『
畢
命
』
の
一
篇
は
、
風
俗
を
根
本
と
す
る
。
殷
の
民
は
既
に
感
化
さ
れ
、

そ
の
效
果
は
東
遷
の
後
に
あ
ら
わ
れ
た
。
盟
向
の
民
は
鄭
に
歸
屬
す
る
を
よ

し
と
せ
ず
、
陽
樊
の
民
は
晉
に
從
屬
す
る
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
末

に
及
ん
で
は
、
周
の
民
は
東
に
迯
げ
て
秦
に
事
え
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
か

っ
た
、
王
の
德
に
よ
る
感
化
が
人
民
に
深
く
行
き
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

唐
の
賈
至
は
士
の
任
用
に
つ
い
て
議
論
す
る
に
、安
史
の
亂
を
敎
訓
と
し
て
、

「
先
王
の
衟
が
衰
え
る
と
、
小
人
の
衟
が
榮
え
る
。
小
人
の
衟
が
榮
え
る
と
、

亂
臣
賊
子
が
生
じ
る
」
と
謂
っ
た
。
思
う
に
國
の
存
亡
と
は
風
俗
に
か
か
っ

て
い
る
。
禮
義
廉
恥
の
四
つ
の
大
綱
が
弛
ん
で
い
た
の
で
秦
國
の
命
數
は
短

く
、
恥
ず
べ
き
と
こ
ろ
と
尙
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
㊜
切
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

晉
國
の
命
運
は
つ
き
た
。
賈
至
の
言
は
根
本
を
知
る
も
の
で
あ
る
。

秋
」）

王
風
の
詩
編
は
雅
に
復
さ
ず
、
君
子
は
平
王
に
對
し

み
を
失
っ
た
。
し
か

し
雅
は
亡
び
て
も
風
は
ま
だ
亡
び
な
か
っ
た
。
淸
議
の
な
ん
と
嚴
格
で
畏
れ

さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
か
。
擊
鼓
の
詩
に
、（
簒
奪
の
臣
で
あ
り
兵
を
好
む

州
吁
の
將
で
あ
る
）
孫
子
仲
に
從
軍
す
る
こ
と
を
怨
む
と
あ
る
の
は
つ
ま
り
、

こ
の
時
亂
賊
の
黨
は
ま
だ
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
無
衣
の
詩
に
、

（
本
家
を
奪
っ
た
と
い
う
惡
名
を
畏
れ
た
晉
の
武
公
が
）
天
子
の
諸
侯
に
任
命
す

る
と
い
う
承
認
を
待
ち
、
そ
れ
が
得
ら
れ
て
は
じ
め
て
安
心
で
き
る
と
あ
る

の
は
、
つ
ま
り
簒
奪
の
惡
を
な
さ
ん
と
す
る
者
は
依
然
と
し
て
懼
れ
る
氣
持

ち
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
淸
議
に
よ
る
風
俗
維
持
に
は
限
界
が
あ
り
、
風
俗
の
惡
化
と
と
も
に
淸
議

は
廢
れ
、
淸
議
の
批

は
中
央
の
政
治
の
場
か
ら
離
れ
在
野
に
移
っ
て
ゆ
く
。

大
雅
之
變
、
作
於
大
臣
、
召
穆
公
・
衞
武
公
之
類
是
也
。
小
雅
之
變
、
作
於

群
臣
、
家
父
、
孟
子
之
類
是
也
。
風
之
變
也
、
匹
夫
匹
婦
皆
得
以
風
刺
。
淸

議
在
下
、
而
世
衟
益
降
矣
。（
卷
三
「
詩
」）

（
大
雅
の
假
樂
ま
で
は
周
公
の
作
で
あ
っ
た
が
、）
大
雅
の
變
は
、
大
臣
の
作
詩
に

始
ま
り
、
召
穆
公
・
衞
武
公
の
類
い
が
作
者
と
な
っ
た
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

小
雅
の
變
は
、
群
臣
の
作
詩
に
始
ま
り
、
家
父
・
孟
子
の
類
い
が
作
者
と
な

っ
た
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
國
風
の
變
に
な
る
と
、
匹
夫
匹
婦
が
そ
ろ
っ
て

風
刺
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
淸
議
は
在
野
に
あ
り
、（
國
の
風
俗
で
あ
る
）

世
衟
は
ま
す
ま
す
降
っ
て
い
く
。

そ
も
そ
も
世
の
風
俗
は
、
君
主
の
德
の
如
何
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

上
㊒
好
者
、
下
必
甚
焉
也
。
光
武
封
一
卓

、
而
節
義
之
俗
成
。
太
宗
誅
一

德
儒
、
而
諫
爭
之
門
闢
。
信
乎
如
風
之
偃

。（
卷
八
「
孟
子
」）　

上
に
立
つ
人
に
好
む
も
の
が
㊒
れ
ば
、
下
々
は
よ
り
い
っ
そ
う
好
む
。
光
武



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
二
二

れ
を
宣
揚
し
た
の
で
あ
る
」
と
。
程
子
は
謂
う
、「
東
漢
の
士
は
名
節
を
知

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
を
規
制
す
る
の
に
禮
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
を

知
ら
ず
、
か
く
て
そ
の
ま
ま
度
が
過
ぎ
た
節
度
を
持
つ
に
至
っ
た
。
度
が
過

ぎ
た
節
度
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
行
き
詰
ま
る
も
の
な
の
で
、
魏
晉
の

士
は
變
質
し
て
禮
を
無
視
し
た
自
由
な
ふ
る
ま
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
」
と
。
わ
た
し
が
思
う
に
、
東
漢
の
末
に
は
、

彧
は
曹
操
に
仕
え
、
陳

羣
は
漢
朝
を
忘
れ
、
良
い
香
り
の

も
た
だ
の

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
度

が
過
ぎ
た
節
度
を
持
つ
士
が
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
と
い
う
の
か
。
傅
玄
の

言
は
こ
の
點
を
よ
く
お
さ
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
度
が
過
ぎ
た
節
度
を
持
つ
士
の
淸
議
が
、
淸
談
に
變
質
し
た
と
す

る
程
頤
の
論
に
對
し
、
淸
談
に
變
じ
る
よ
う
な
淸
議
を
行
っ
た
士
は
い
な
か
っ
た

と
す
る
。
な
ら
ば
王
應
麟
に
と
っ
て
、
東
漢
末
と
い
う
風
俗
の
亂
れ
た
世
に
お
い

て
、
淸
議
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

次
の
條
で
は
、
春
秋
の
魯
と
衞
の
國
に
お
け
る
淸
議
に
よ
る
風
俗
維
持
が
論
じ

ら
れ
、「
東
漢
末
と
同
じ
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

欲
治
國
者
先
齊
家
。
家
之
不
齊
、

甚
於
魯
・
衞
、

詩
可
見
已
。
衞
不
足

言
也
、
魯
自
括
・
戲
之
爭
、
而
桓
・
宣
皆
簒
兄
矣
。（
中
略
）
家
法
不
修
、
故
曰
、

魯
・
衞
之
政
、
兄
弟
也
。
然
衞
多
君
子
、
魯
無
君
子
者
、
斯
焉
取
斯
、
風
化

猶
媺
也
。
畏
淸
議
者
、
亦
曰
、
何
以
見
魯
・
衞
之
士
。
政
治
雖
濁
、
風
俗
不

衰
、
與
漢
之
東
都
同
。（
卷
六
「
左
氏
」）

國
を
治
め
よ
う
と
す
る
者
は
ま
ず
一
家
を
と
と
の
え
る
。
一
家
が
と
と
の
っ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
魯
・
衞
の
國
よ
り
ひ
ど
い
も
の
は
な
く
、
詩

を

れ
ば
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
衞
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
魯
に

つ
い
て
も
兄
の
括
と
弟
の
戲
の
爭
い
に
始
ま
り
、
桓
公
・
宣
公
は
皆
兄
の
位

を
簒
奪
し
た
。（
中
略
）
家
法
が
修
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
故
に
曰
う
「
魯

　

以
上
の
よ
う
に
王
應
麟
に
お
け
る
淸
議
と
は
、
毀
譽
褒
貶
を
朙
ら
か
に
し
、
亂

賊
を
懼
れ
さ
せ
る
抑
止
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
抑
止
力
に
よ
っ
て
風
俗
を

維
持
す
る
の
だ
が
、
そ
の
風
俗
維
持
に
は
限
界
が
あ
り
、
淸
議
は
風
俗
の
惡
化
と

と
も
に
在
野
に
移
る
。
ま
た
、
君
主
の
德
の
如
何
に
よ
っ
て
世
の
風
俗
が
決
ま
る

と
い
う
傳

的
な
論
を
彼
は
採
る
が
、
士
大
夫
自
ら
が
君
主
の
施
政
を

え
る
手

段
と
し
て
在
地
の
風
俗
敎
化
を
擔
う
の
だ
と
す
る
思
想
が
、
宋
代
に
は
み
ら
れ
る（
９
）。

　

續
い
て
淸
議
に
つ
い
て
は
、
東
漢
末
の
淸
議
が
㊒
名
で
あ
る
が
、
こ
の
東
漢
末

に
お
け
る
淸
議
と
淸
談
の
關
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
論
が
あ
る
。
例
え
ば
、
程
頤

の
「
度
が
過
ぎ
た
節
度
が
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
淸
議
か
ら
淸
談
に

變
じ
た
」
と
い
う
論
を
う
け
、
朱
熹
は
「
思
う
に
當
時
の
節
義
の
人
は
、
世
の
中

を
見
下
し
、
朝
廷
を
汚
ら
わ
し
い
と
み
な
す
氣
持
ち
が
あ
っ
た
。
こ
の
氣
持
ち
の

中
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
天
下
を
見
下
ろ
す
心
が
當
然
お
こ
り
、
そ
れ
が
し
ば
ら
く

す
る
と
淸
談
に

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
、
淸
談
に

れ
る
要
素
が
淸

議
に
內
在
し
て
い
た
と
す
る）
（（
（

。
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
淸
議
と
淸
談
を
關
連
づ
け
て
考

え
る
論
で
あ
る
が
、
王
應
麟
は
こ
の
論
を
採
ら
な
い
。
彼
は
傅
玄
の
說
に
從
い
、

禮
を
輕
ん
じ
る
風
習
す
な
わ
ち
晉
の
淸
談
は
、
君
主
の
好
む
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
生

じ
た
も
の
と
考
え
、
程
頤
の
論
を
受
け
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

晉
傅
玄
曰
、
魏
武
好
法
術
、
而
天
下
貴
刑
名
、
魏
文

通
逹
、
而
天
下
賤
守

節
。
然
則
放
曠
之
風
、
魏
文
實
倡
之
。
程
子
謂
、
東
漢
之
士
知
名
、
而
不
知

節
之
以
禮
、
遂
至

節
。

節
既
極
、
故
魏
・
晉
之
士
變
而
爲
曠

。
愚
謂
、

東
都
之
季
、
彧
附
曹
、
羣
忘
漢
、

化
爲

矣
。

節
之
士
安
在
哉
。
傅

玄
之
言
得
之
。（
卷
十
三
「
考
史
」）

晉
の
傅
玄
は
曰
う
、「
魏
の
武
帝
は
法
術
を
好
み
、
そ
し
て
天
下
は
刑
名
を

貴
び
、
魏
の
文
帝
は
通
逹
を

い
、
そ
し
て
天
下
は
守
節
を
賤
し
ん
だ
。
と

い
う
こ
と
は
つ
ま
り
禮
を
輕
ん
じ
る
風
習
は
、
魏
の
文
帝
が
た
し
か
に
こ
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が
お
り
、
朝
廷
で
意
見
を
述
べ
論
爭
し
、
公
的
な
議
論
を
用
い
て
國
が
亡
ぶ

危
う
い
と
こ
ろ
を

え
、
下
に
は
官

に
つ
い
て
い
な
い
士
、
符
融
・
郭
泰
・

・
許
邵
の

が
お
り
、
私
的
な
議
論
を
な
し
て
國
が
損
な
わ
れ
る
の
を

救
っ
た
。
こ
の
た
め
政
治
は
亂
れ
て
い
た
が
風
俗
は
衰
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
に
對
し
て
王
應
麟
は
次
の
條
で
「
上
」
の
楊
震
と
李
固
に
は
、
外
戚
の
推

を
受
け
出
仕
し
た
と
い
う
過
失
が
あ
る
と
批

し
て
お
り
、
司
馬
光
の
よ
う
に
楊

震
と
李
固
を
優
れ
た
人
物
と
し
て
評
價
し
て
は
い
な
い
。

東
漢
三
公
、
無
出
楊
震
・
李
固
之
右
、
而
始
進
以
鄧
梁
、
君
子
以
爲
疵
。
故

易
之
漸
曰
、
進
以
正
。（
卷
十
三
「
考
史
」）

東
漢
の
三
公
に
つ
い
て
は
、
楊
震
、
李
固
の
右
に
出
る
者
は
な
い
が
、
始
め

て
出
仕
す
る
に
あ
た
り
鄧
隲
、
梁
商
の
推

を
受
け
て
お
り
、
君
子
は
こ
れ

を
過
失
と
考
え
る
。
故
に
易
の
漸
に
曰
う
、「
進
む
に
は
、
正
に
よ
る
」
と
。

一
方
、「
下
」
に
つ
い
て
は
、
下
位
の
在
野
に
あ
っ
た
君
子
が
、
風
俗
を
立
派
に

保
っ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

君
子
在
下
位
、
猶
足
以
美
風
俗
、
漢
之
淸
議
是
也
。
小
人
在
下
位
、
猶
足
以

壞
風
俗
、
晉
之
放
曠
是
也
。
詩
云
、
君
子
是
則
是
倣
。（
卷
三
「
詩
」）

君
子
が
下
位
に
あ
っ
て
も
、
風
俗
を
立
派
に
保
つ
こ
と
が
で
き
た
、
東
漢
の

淸
議
が
こ
れ
で
あ
る
。
小
人
が
下
位
に
あ
り
（
君
子
が
上
位
に
あ
っ
て
も
）、

風
俗
を
衰
え
さ
せ
た
、
禮
を
無
視
し
て
好
き
に
ふ
る
ま
っ
た
晉
代
が
こ
れ
で

あ
る
。『
詩
經
』（
小
雅
・
鹿
鳴
）
に
云
う
、「
君
子
は
そ
の
德
に
則
り
倣
う
」
と
。

さ
ら
に
次
の
條
で
は
、
在
野
の
士
の
行
爲
を
あ
げ
、
東
漢
の
末
朞
、
風
俗
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

曲
禮
、
少
儀
之
敎
廢
、
幼
不
肯
事
長
、
不
肖
不
肯
事
賢
。
東
都
之
季
、
風
化

何
其
美
也
。
魏
昭
請
於
郭
泰
、
願
在
左
右
、
供
給
灑
掃
。

爽
謁
李
膺
、
因

と
衞
の
（
亂
れ
た
）
政
は
、
兄
弟
の
よ
う
で
あ
る
」
と
。
し
か
し
「
衞
に
君

子
多
し
」「
魯
に
君
子
が
い
な
か
っ
た
な
ら
（
子
賤
の
よ
う
な
君
子
は
）
ど
の

よ
う
に
し
て
君
子
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
」
と
あ
り
、
感
化
さ
れ

た
風
俗
は
か
わ
ら
ず
立
派
で
あ
っ
た
。
淸
議
を
畏
れ
る
者
は
、
ま
た
こ
の
よ

う
に
も
曰
う
、「
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
魯
・
衞
の
士
に
顏
向
け
す
れ

ば
よ
い
の
か
」
と
。
政
治
が
亂
れ
て
い
よ
う
と
も
、風
俗
は
衰
え
な
い
こ
と
、

東
漢
と
同
じ
で
あ
る
。

王
應
麟
は
、
魯
と
衞
の
君
主
の
家
は
亂
れ
て
「
齊
家
」
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、

「
治
國
」
も
で
き
て
お
ら
ず
、
政
治
は
亂
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
一
方
で
『
左

傳
』
に
は
「
衞
に
君
子
多
し
」
と
あ
り
、『
論
語
』
に
は
「
魯
に
君
子
が
い
な
か

っ
た
な
ら
（
子
賤
の
よ
う
な
君
子
は
）
ど
の
よ
う
に
し
て
君
子
と
な
る
こ
と
が
で
き

た
だ
ろ
う
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
魯
と
衞
の
風
俗
は
立
派
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
政
治
は
亂
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
派
な
風
俗
が
存
在
す
る

理
由
を
、
淸
議
の
も
つ
抑
止
力
に
よ
っ
て
風
俗
が
敎
化
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
王
應
麟
は
「
政
治
雖
濁
、
風
俗
不
衰
」
と
い
う
言

で
表

現
し
、
東
漢
末
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
言

は
『
㊮
治
通
鑑
』
後
漢
紀
の
贊
に
從
う
表
現
で
は
あ
る
が
、
そ
の
內

容
は
少
し

な
る
。
司
馬
光
は
、
東
漢
に
お
い
て
國
が
亂
れ
て
も
す
ぐ
に
は
亡
び

な
か
っ
た
の
は
、「
上
」
の
公
卿
大
夫
に
お
い
て
も
、「
下
」
の
在
野
の
士
ら
の
閒

に
お
い
て
も
、
と
も
に
風
俗
が
衰
え
て
は
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
、『
㊮
治
通

鑑
』
後
漢
紀
の
贊
に
以
下
の
よ
う
に
論
じ
る
。

上
則
㊒
公
卿
大
夫
、
袁
安
・
楊
震
・
李
固
・
杜
喬
・
陳

・
李
膺
之
徒
、
面

引
廷
爭
、
用
公
義
以
扶
其
危
、
下
則
㊒
布
衣
之
士
、
符
融
・
郭
泰
・

・

許
邵
之

、
立
私
論
以
救
其
敗
。
是
以
政
治
雖
濁
而
風
俗
不
衰
。（
卷
六
八
）

上
に
は
公
卿
大
夫
と
し
て
、
袁
安
・
楊
震
・
李
固
・
杜
喬
・
陳

・
李
膺
ら
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ど
う
だ
ろ
う
か
。
次
の
條
に
は
、
彼
が
在
野
に
お
い
て
風
俗
敎
化
を
擔
わ
ん
と
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

李
獻

陳
東
之
喪
、
黃
子
游
賙
歐
陽
徹
之

、
皆
義
烈
士
也
。
李
朙
人
、
黃

亦
寓
居
焉
。
志
吾
鄕
人
物
者
、
宜
特
書
之
、
以

澆
俗
。（
卷
二
十
「
雜

」）

李
獻
は
（
歐
陽
徹
と
同
じ
く
、
上
書
し
黃
潛
善
に
誅
殺
さ
れ
屍
を
市
に
さ
ら
さ
れ
た
）

陳
東
の
喪
を

り
（
屍
を
購
い
埋

し
）、
黃
子
游
は
歐
陽
徹
の

儀
を
お
こ

な
っ
た
、
皆
義
烈
の
士
で
あ
る
。
李
獻
は
四
朙
の
人
で
、
黃
子
游
も
亦
こ
の

地
に
住
ん
だ
事
が
あ
る
。
我
が
鄕
里
の
人
物
を
記
す
人
は
、
と
り
わ
け
こ
れ

を
書
き
記
し
、
よ
っ
て
世
の
亂
れ
た
風
俗
を
正
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
王
應
麟
は
『
困
學
紀
聞
』
に
、
鄕
里
の
人
物
で
あ
る
李
獻
や
黃
子

游
を
義
烈
の
士
と
書
き
記
す
が
、
こ
こ
で
王
應
麟
が
目
的
と
し
て
い
る
の
は
、
先

賢
の
表

に
よ
る
風
俗
の
敎
化
で
あ
る）

（（
（

。
王
應
麟
は
そ
れ
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て

風
俗
敎
化
を
擔
わ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
鄕
里
の
先
賢
の
表

の
意

志
は
、『
困
學
紀
聞
』
に
だ
け
で
は
な
く
、
第
二

で
檢
討
す
る
彼
の
碑
文
に
も

見
ら
れ
る）
（（
（

。
在
野
に
お
け
る
風
俗
の
敎
化
と
い
う
彼
の
こ
の
よ
う
な
行
爲
は
、
先

に
檢
討
し
た
彼
の
論
じ
て
い
た
東
漢
末
の
「
下
」
に
お
け
る
淸
議
に
對
應
す
る
も

の
で
あ
り
、
王
應
麟
は
致
仕
後
も
變
わ
ら
ず
淸
議
を
擔
い
續
け
よ
う
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
次
の
條
の
よ
う
に
、
漢
初
に
も
こ
の
在
野
の
士
に
よ
る
風
俗
敎
化
が

み
ら
れ
る
。

召
平
・

公
・
四
皓
・
魯
兩
生
之

、
士
不
以
秦
而
賤
也
。
伏
生
・
浮
丘
伯

之
徒
、
經
不
以
秦
而
亡
也
。

石
君
之
家
、
俗
不
以
秦
而
壞
也
。
剝
之
終
曰
、

碩
果
不
⻝
。
陽
非
陰
之
所
能
剝
。（
卷
一
「
易
」）

（
秦
が
亡
び
た
後
庶
民
と
な
っ
た
）
召
平
、（
劉
邦
に
仁
義
に
よ
っ
て
天
下
を
と
る
べ

き
と
說
い
た
）

公
、（
劉
邦
の
登
用
に
は
應
じ
な
か
っ
た
）
四
皓
、（
叔
孫
通
の

多
數
の
君
主
に
仕
え
た
こ
と
を
非
難
し
、
出
仕
を
拒
ん
だ
）
魯
の
二
人
の
學
者
と

爲
其

。

之
歸
、
鄕
人
殷
陶
、
黃
穆
侍
衞
於

、
應
對
賓
客
。
闕
里
氣

象
、
不
過
是
矣
。（
卷
十
三
「
考
史
」）

『
曲
禮
』『
少
儀
』
の
敎
え
は
廢
れ
、
年
少
者
で
あ
り
な
が
ら
年
長
者
に
事
え

よ
う
と
せ
ず
、
不
肖
の
者
で
あ
り
な
が
ら
賢
者
に
從
お
う
と
し
な
い
。
東
漢

の
末
朞
、
な
ん
と
風
俗
を
美
し
く
敎
化
で
き
た
こ
と
か
。
魏
昭
は
郭
泰
に
請

う
た
、「

ら
に
控⃝
え
、
掃
除
を
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
。

爽
は
李
膺
に
ま

み
え
て
「
私
を

者
と
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。

が
罪
せ
ら
れ
歸

鄕
し
た
と
き
、
鄕
人
の
殷
陶
と
黃
穆
は

を
守
っ
て
仕
え
、
賓
客
と
し
て

も
て
な
し
た
。（
孔
子
の
故
鄕
で
あ
る
）
闕
里
の
氣
象
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を

超
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

王
應
麟
に
あ
っ
て
は
、
東
漢
末
に
お
け
る
風
俗
の
賞
贊
の
對
象
は
こ
の
よ
う
に

「
下
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
が
い
う
「
風
俗
不
衰
」
は
、
司
馬

光
の
よ
う
に
「
上
」
と
「
下
」
を
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
論
の
焦
點
は
「
下
」

の
風
俗
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
王
應
麟
の
「
政
治
雖
濁
、
風
俗
不
衰
」

と
表
現
す
る
東
漢
末
の
風
俗
と
は
、
世
の
風
俗
の
惡
化
と
と
も
に
、
淸
議
が
中
央

の
政
治
の
場
か
ら
離
れ
在
野
に
移
る
た
め
、
中
央
の
政
治
も
風
俗
も
亂
れ
て
い
た

が
、
在
野
で
は
淸
議
が
行
わ
れ
、
鄕
里
の
風
俗
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
世
の
亂
れ
に
染
ま
ら
ず
淸
議
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
野
の
士
は
風

俗
敎
化
を
擔
っ
て
い
た
と
み
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
淸
議
の
論
か
ら
彼
の
身
の
處
し
方
を
考
え
て
み
る
と
、『
宋
史
』
王
應

麟
傳
に
み
ら
れ
る
賈
似
衟
と
の
對
立
、
つ
ま
り

臣
に
お
も
ね
ら
な
い
彼
の
姿
勢

は
、
東
漢
末
に
お
け
る
濁

に
あ
ら
が
う
淸
議
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
る
も
の

で
あ
る）
（（
（

。
そ
の
後
の
致
仕
に
つ
い
て
は
、
淸
議
は
世
の
風
俗
の
惡
化
と
と
も
に
、

中
央
の
政
治
の
場
か
ら
離
れ
在
野
に
移
る
と
論
じ
て
い
た
の
と
ま
さ
に
對
應
す
る）
（（
（

。

で
は
、
一
二
七
五
年
に
致
仕
し
在
野
の
人
と
な
っ
た
後
の
王
應
麟
に
つ
い
て
は
、



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
二
五

天
を
畏
れ
ざ
る
か
」
と
あ
り
、
王
安
石
は
「
た
と
え
世
の
中
が
亂
れ
て
も
、

君
子
た
る
も
の
惡
を
爲
し
て
は
な
ら
な
い
、（
君
子
は
）

に
始
ま
る
が
故
で

あ
り
、
人
を
畏
れ
る
が
故
で
あ
り
、
天
を
畏
れ
る
が
故
で
あ
る
」
と
い
う
。

私
が
思
う
に
『
詩
經
』（
小
雅　

雨
無
正
）
に
い
う
「
周
宗
既
に
滅
ぶ
」
と
は
、

（
王
朝
の
斷
絕
を
）
深
く
悲
し
み
い
た
む
も
の
で
あ
る
が
、
か
わ
ら
ず
に

し

畏
れ
る
こ
と
を
戒
と
す
る
。
聖
賢
の
心
學
は
、
守
ら
れ
失
わ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
漢
民
族
王
朝
が
滅
び
よ
う
と
も
、
義
理
が
滅
び
た
こ
と
は
一
度
も
な

い）
（（
（

。
世
の
風
俗
が
壞
れ
よ
う
と
も
、
先
天
的
に
備
わ
っ
た
善
な
る
心
が
そ
こ

な
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。君
子
は
身
を
修
め
命
を
待
つ
の
み
で
あ
る
。

王
應
麟
は
、
亂
れ
た
世
に
お
け
る
君
子
の
あ
り
方
を
「
世
雖
昏
亂
、
君
子
不
可
以

爲
惡
」
と
論
じ
る
王
安
石
の
言
を
引
き
、
そ
の
君
子
の
あ
り
方
を
王
朝
が
滅
び
よ

う
と
も
變
わ
ら
ぬ
君
子
の
姿
と
し
て
論
じ
、
彼
ら
の
存
在
に
よ
っ
て
「
心
學
」

「
義
理
」「
本
心
」
は
守
ら
れ
、
失
わ
れ
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
王
應
麟
に

は
、
在
野
の
人
と
な
ろ
う
と
も
、
そ
し
て
王
朝
が
滅
び
よ
う
と
も
、
淸
議
を
行
い
、

風
俗
敎
化
を
擔
う
の
だ
と
い
う
士
大
夫
意

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
あ
ら
た
め
て
淸
議
の
論
か
ら
在
野
の
彼
の
身
の
處
し
方
を
考
え
て
み
る
と
、

述
お
よ
び
二
朝
に
仕
え
な
い
と
い
う
行
爲
に
よ
る
在
野
に
お
け
る
風
俗
敎
化
は
、

彼
の
論
じ
て
い
た
「
下
」
に
お
け
る
淸
議
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
本

は
淸
議
の
論
を
手
掛
か
り
に
王
應
麟
の
身
の
處
し
方
を
檢
討
し
た
。

國
の
興
亡
や
仕
不
仕
と
い
っ
た
外
的
要
因
の
變
化
に
關
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
士
と

し
て
、
風
俗
敎
化
を
擔
う
と
い
う
意

が
彼
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二　

王
應
麟
の
碑

の
作
成
に
つ
い
て

　

一
二
七
五
年
に
致
仕
し
、
在
野
の
人
と
な
っ
た
王
應
麟
は
、『
宋
季
忠
義
錄
』

な
ど
に
記
さ
れ
る
と
お
り
、
門
を
閉
ざ
し

述
に
專
念
し
た
。
し
か
し
一
二
九
一

い
っ
た
類
い
の
人
々
が
い
た
の
で
、
士
は
秦
の
世
を
經
て
も
賤
し
い
ふ
る
ま

い
を
す
る
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。（『
尙
書
』
を
守
り
傳
え
た
）
伏
生
、（
劉

邦
の
弟
で
あ
る
劉
交
に
『
詩
經
』
を
傳
え
た
）
浮
丘
伯
と
い
っ
た
學
問
の
徒
が
い

た
の
で
、
經
典
は
秦
の
政
策
に
よ
っ
て
も
亡
び
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
四

人
の
息
子
が
み
な
從
順
で
孝
行
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
高
官
に
つ
い
た
）

石
君

の
一
家
が
い
た
の
で
、
風
俗
は
秦
の
世
を
經
て
も
壞
れ
な
か
っ
た
。
剝
卦
の

上
九
の
爻
辭
に
曰
う
、「
碩
果
⻝
わ
れ
ず
」
と
。
陽
は
陰
が
害
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
淸
議
の
擔
い
手
と
し
て
の
士
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秦
の
世

を
經
た
漢
初
に
お
い
て
も
、
東
漢
末
と
同

に
風
俗
は
壞
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
特
に
こ
こ
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
召
平
や
四
皓
に
つ
い
て
は
、
二
朝
に
仕
え

な
か
っ
た
こ
と
を
評
價
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
王

應
麟
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
元
朝
に
仕
え
な
い
と
い
う
彼
の
あ
り
方
は
、
こ

の
條
に
論
じ
ら
れ
る
士
ら
の
姿
に
重
な
る
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
朝
に
仕

え
な
い
と
い
う
彼
の
身
の
處
し
方
は
、
風
俗
敎
化
に
㊮
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
世
の
亂
れ
に
染
ま
ら
ず
毀
譽
褒
貶
を

朙
ら
か
に
し
た
士
の
姿
で
あ
り
、
彼
ら
は
國
の
興
亡
に
關
わ
ら
ず
賤
し
い
ふ
る
ま

い
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
士
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
條
に
君
子
の

あ
り
方
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

凢
百
君
子
、
各

爾
身
。
胡
不
相
畏
、
不
畏
于
天
、

公
謂
、
世
雖
昏
亂
、

君
子
不
可
以
爲
惡
、
自

故
也
、
畏
人
故
也
、
畏
天
故
也
。
愚
謂
詩
云
「
周

宗
既
滅
」
哀
痛
深
矣
、
猶
以

畏
相
戒
。
聖
賢
心
學
、
守
而
勿
失
。
中
夏
雖

亡
、
而
義
理
未
嘗
亡
。
世
衟
雖
壞
、
而
本
心
未
嘗
壞
。
君
子
修
身
以
俟
命
而

已
。（
卷
三
「
詩
」）

（
小
雅　

雨
無
正
に
）「
凢
百
の
君
子
、
各
爾
の
身
を

す
。
胡
ぞ
相
畏
れ
ず
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
二
六

朞
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

師
知
所
以
敎
、
士
知
所
以
學
、
朝
而
授
業
、
晝
而
講
貫
、
夕
而
復
習
、
思
無

愧
于
儒
之
名
。
歬
哲
㊒
云
、
學
所
以
學
爲
人
、
學
爲
君
子
、
學
爲
忠
與
孝
也
。

（『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
三
）
（（
（

）

師
は
敎
え
る
目
的
を
知
り
、
士
は
學
ぶ
目
的
を
知
り
、
朝
は
授
業
、
晝
は
實

習
、
夜
は
復
習
し
て
、
儒
者
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
思
い
め
ぐ
ら
す
の
だ
。
先

人
に
こ
の
よ
う
な
言
が
あ
る
、
學
は
學
ん
で
（
仁
義
を
知
る
）
人
と
な
り
、

學
ん
で
君
子
と
な
り
、
學
ん
で
忠
と
孝
と
な
る
方
法
で
あ
る
と
。

こ
の
二
つ
の
文

か
ら
は
、
學
校
建
設
を
盛
ん
に
行
う
と
い
う
元
朝
の
施
策
に
つ

い
て
、
科
擧
を
行
わ
な
い
こ
と
も
含
め
て
贊
同
し
、
王
應
麟
は
碑
文
を
作
成
し
た

と
い
う
こ
と
が
豫
測
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
科
擧
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
元
朝
に
仕
え

な
か
っ
た
舒
岳
祥
の
作
成
し
た
碑
文
で
あ
る
「
寧
海
縣
學
記
」
に
も
言
及
が
あ
り
、

彼
は
科
擧
試
驗
が
な
い
事
を
朙
確
に
評
價
す
る）
（（
（

。
科
擧
に
對
す
る
こ
の
よ
う
な
不

信
感
は
、
王
應
麟
や
舒
岳
祥
の
よ
う
な
在
野
の
人
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
元
朝
に

仕
え
て
い
た
衟
學
者
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
元
初
に
立
場
を
超
え
て
共
㊒

さ
れ
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）
（（
（

。

　

こ
こ
で
王
應
麟
に
お
け
る
科
擧
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
彼
は

科
擧
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
二
五
六
年
に
博
學
宏
辭
科
に
合
格
し
て
い
る
。
こ

の
博
學
宏
辭
科
試
驗
に
つ
い
て
王
應
麟
と
同
じ
く
元
朝
に
は
仕
え
な
か
っ
た
黃
震

は
、
高
𣝣
厚
祿
を

る
手
段
で
あ
る
こ
と
、
能
力
あ
る
士
を
衟
德
性
命
の
本

か

ら
逸
脫
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
す

㊜
の
意
見
に
贊
同
を
示
し
て
い
る）
（（
（

。
こ

の
よ
う
な
批

は
、
擧
業
を
本
來
の
學
問
か
ら
逸
脫
し
た
も
の
と
み
な
す
科
擧
批

に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る）
（（
（

。
こ
う
し
た
考
え
方
が
あ
る
中
で
王
應

麟
は
、
一
二
四
一
年
の
登
第
後
、「
今
の
世
の
科
擧
を
受
け
進
士
を
目
指
す
者
は

年
に
王
應
麟
の
も
と
に
元
朝
の
地
方
官
が
訪
れ
た
歬
後
を

に
、
元
朝
の
要
請
を

受
け
碑
文
を
記
し
て
い
く
。
こ
の
碑
文
の
作
成
が
、
元
朝
と
の
交

を
示
す
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
王
應
麟
の
節
義
と
矛
盾
す
る
も
の
と
し
て
問
題
視
さ
れ
、
地

方
官
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
、
彼
が
考
え
を
改
め
た
の
だ
と
す
る
指

も
あ
る）

（（
（

。

確
か
に
そ
の
頃
か
ら
王
應
麟
の
碑
文
の
作
成
は
始
ま
っ
て
お
り
、
當
時
の
社
會
的

狀
況
の
變
化
が
碑
文
作
成
の
背
景
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る）
（（
（

。
本

で
は
、
彼
の
作

成
し
た
碑
文
の
約
半
數
が
學
校
關
係
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
學
問
に
對

す
る
彼
の
理
想
と
そ
の
實
踐
か
ら
、
元
朝
の
學
校
建
設
に
關
す
る
施
策
に
贊
同
す

る
素
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
檢
討
し
、
彼
に
と
っ
て
の
碑
文
の
作
成
の
意
味
を
朙
ら

か
に
し
た
い
。

　
『
困
學
紀
聞
』
に
は
、
學
問
を
論
じ
、
利
益
を
得
る
た
め
の
學
問
を
否
定
す
る

次
の
よ
う
な
條
が
み
え
る
。

儒
林
傳
所
載
其

功
令
也
、
詳
於
取
而
略
於
敎
、
不
過
開
祿
利
之
塗
而
已
。

朙
經
而
志
靑
紫
、敎
子
而
擬
籯
金
、孰
知
古
者
爲
己
之
學
哉
。（
卷
十
二「
考
史
」）

『
漢
書
』
儒
林
傳
に
あ
る
公
孫
弘
の
學
校
の
法
令
文
に
は
、
登
用
の
方
法
に

つ
い
て
は
詳
し
い
が
敎
え
る
內
容
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
く
、
登
用
に
よ
っ

て
祿
を
得
る
衟
を
開
く
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。（
夏
侯
勝
が
學
生
に
講
義
の

た
び
に
い
っ
た
よ
う
に
）
經
學
に
朙
る
く
な
り
靑
紫
の
衣
服
を
着
る
卿
と
な
る

こ
と
を
志
し
、（
諺
に
あ
る
よ
う
に
）
子
に
敎
え
（
經
文
を
）
箱
い
っ
ぱ
い
の
金

に
擬
え
る
。
い
に
し
え
は
自
分
の
た
め
に
學
問
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
だ

れ
が
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
條
か
ら
王
應
麟
は
、
利
益
を
得
る
爲
の
學
問
を
否
定
し
、「
爲
己
之
學
」

を
理
想
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同

の
論
は
、「
重
修
（
鄞
縣
）
學
記
」（
至
元

三
〇―

一
二
九
三
）
に
も
み
ら
れ
、
元
朝
の
施
策
に
よ
っ
て
、
學
問
が
名
譽
や
利

益
を
得
る
た
め
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
行
わ
れ
う
る
と
い
う
點
に
、
王
應
麟
の



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
二
七

だ
が
、
元
朝
の
要
請
を
受
け
て
作
成
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
「
廣
平
書

院
記
」（
至
元
二
四―

一
二
八
七
）
に
も
似
通
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
、
南
宋
の
淳
煕

年
閒
に
朱
熹
、
張
栻
、
呂
祖
謙
、
陸
九
淵
ら
に
學
ん
だ
舒
璘
、
沈
煥
、
楊

、
袁

の
四
先
生
の
敎
化
に
よ
っ
て
、
鄞
縣
の
あ
る
朙
州
は
洙
泗
と
な
っ
た
と
記
さ
れ

る）
（（
（

。
た
だ
し
、
こ
の
四
先
生
は
突
然
現
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
淵
源
に
は
、

宋
代
の
學
校
建
設
政
策
が
あ
り
、
洙
泗
に
至
る
過
程
が
「
先
賢
祠
堂
記
」（
至
元

三
一―

一
二
九
四
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。

朙
自
唐
爲
州
、
文
風
寥
寥
。
宋
慶
曆
中
始
詔
州
縣
立
學
、
山
林
特
起
之
士
、

卓
然
爲
一
鄕
師
表
。
或
授
業
鄕
校
、
或
講
衟
閭
塾
、
本
之
以
孝
弟
忠
信
、
維

之
以
禮
義
廉
恥
。（
中
略
）
百
年
文
獻
益
盛
以
大
、
五
先
生
之
功
也
。（「
先
賢

祠
堂
記
」（『
四
朙
文
獻
集
』
卷
一
））

朙
州
は
唐
代
に
州
と
な
っ
た
が
、
學
問
は
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
宋
の
慶
曆

に
初
め
て
詔
に
よ
っ
て
州
縣
に
學
校
が
建
設
さ
れ
る
と
、
山
林
に
隱
れ
て
い

た
優
れ
た
士
は
、
い
き
な
り
鄕
里
の

範
と
な
っ
た
。
あ
る
人
は
學
校
で
學

業
を
授
け
、
あ
る
人
は
私
塾
で
衟
を
講
じ
た
が
、
そ
れ
ら
は
孝
弟
忠
信
を
根

本
と
し
、
さ
ら
に
禮
義
廉
恥
を
加
え
て
行
わ
れ
た
。
百
年
に
わ
た
っ
て
文
化

の
據
り
所
と
な
る
も
の
が
益
々
盛
ん
に
な
り
擴
大
し
た
の
は
、
五
先
生
（
楊

㊜
、
杜
醇
、
王
致
、
樓
郁
、
王
說
）
の
功
績
で
あ
る
。

さ
ら
に
續
け
て
淳
煕
年
閒
の
四
先
生
に
つ
い
て
、「
學
者
知
操
存
持
養
以
入
聖
賢

之
域
、
四
先
生
之
功
也
。」
と
あ
り
、
衟
學
的
學
び
の
方
法
に
よ
り
君
子
と
な
る

た
め
の
學
問
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
學
校
建
設
政
策
は
、
第
一

に
檢
討
し
た
士
大
夫
に
よ
る
鄕
里
の

敎
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
理
想
と
し
た
君
子
と
な
る
た
め
の
學
問
を

盛
ん
に
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
朝
の
行
う
學
校

建
設
政
策
に
つ
い
て
も
、
慶
曆
に
行
わ
れ
た
政
策
と
同

に
、
極
め
て
肯
定
的
に

名
譽
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
進
士
と
な
り
名
聲
を
得
ら
れ
れ
ば
學
業
を
放

す
る
。
制
度
典
故
を
お
ろ
そ
か
に
し
省
み
な
い
の
は
、
國
家
の

む
通
儒
で
は
な

い
」
と
非
難
し
、
閉
門
發

し
博
學
宏
辭
科
に
合
格
し
た
と
い
う）
（（
（

。
王
應
麟
に
と

っ
て
名
譽
を
目
的
と
し
な
い
學
問
と
は
、
す
な
わ
ち
博
學
宏
辭
科
の
合
格
に
つ
な

が
る
學
問
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
理
想
と
し
た
「
爲
己
之
學
」
と
こ
の
こ
と
は

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
博
學
」
と
い
う
側
面
は
、
王

應
麟
を
淸
朝
考
證
學
の
先
驅
け
と
み
な
す
論
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る

も
の
で
あ
る）
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
理
想
と
し
た
「
爲
己
之
學
」
か
ら
考
え
て

み
る
と
、
科
擧
登
第
後
の
姿
勢
は
、
ま
さ
し
く
朱
熹
の
論
じ
る
と
こ
ろ
の
、
學
び

の
持
續
と
し
て
の
「
爲
己
之
學
」
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る）
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
王
應
麟
に
と
っ
て
博
學
宏
辭
科
は
、「
爲
己
之
學
」
の
實
踐
の
延
長
上

に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る）
（（
（

。
し
た
が
っ
て
「
重
修
（
鄞
縣
）
學
記
」
に
、
學
問
の

目
的
は
君
子
と
な
る
こ
と
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
學
問
の
第

一
義
が
あ
る
の
で
あ
り
、
科
擧
を
行
わ
な
い
元
朝
の
政
策
は
、
王
應
麟
に
と
っ
て

非
難
す
べ
き
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
學
校
建
設
を
盛
ん
に
行
う
元
朝
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
王
應
麟
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
い
た
「
重
修
（
鄞
縣
）
學
記
」
は
、

「
學
所
以
學
爲
人
、
學
爲
君
子
、
學
爲
忠
與
孝
也
」
と
い
う
先
人
の
言
を
引
い
た

後
、
次
の
よ
う
に
續
く
。

服
膺
三
言
、是
訓
是
行
、化
海
瀕
爲
洙
泗
、以
一
邑
爲
天
下
式
、將
自
吾
鄞
始
。

こ
の
三
つ
の
言

を
深
く
心
に

み
、
こ
の
言

に
從
っ
て
行
動
し
、
海
際

ま
で
感
化
し
て
孔
子
が
門
人
を
敎
え
導
い
た
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
そ
し

て
ひ
と
つ
の
村
を
天
下
の
見
本
と
な
る
よ
う
に
す
る
の
は
、
閒
違
い
な
く
我

が
故
鄕
で
あ
る
鄞
縣
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
元
朝
の
施
策
を
「
洙
泗
と
爲
す
」
も
の
と
彼
は
碑
文
に
記
す
の
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爲
己
曰
君
子
儒
、
爲
人
曰
小
人
儒
。（
中
略
）
仁
義
之
心
存
與
不
存
而
人
禽

別
焉
、
懍
乎
其
可
懼
也
。
夫
尙
志
謂
之
士
、
行
己
㊒
恥
謂
之
士
、
否
則
何

以

乎
工
商
。（
中
略
）
困
不
學
則
下
民
爾
、
待
文
王
而
興
則
凢
民
爾
。（
卷

二
十
「
雜

」）

自
身
の
た
め
に
學
問
を
す
る
こ
と
を
君
子
の
儒
と
い
い
、
人
の
た
め
に
學
問

を
す
る
こ
と
を
小
人
の
儒
者
と
い
う
。（
中
略
）
仁
義
の
心
が
保
た
れ
て
い

る
か
ど
う
か
が
人
と
禽
獸
を
別
つ
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
懍
然
と
し
て
愼

し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
の
（
君
子
た
ら
ん
と
す
る
）
高
い
志
を
持
つ
者

を
士
と
い
い
、
己
を
行
う
に
恥
あ
る
者
を
士
と
い
う
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
ど

こ
が

人
や
商
人
と

な
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
行
き
詰
ま
っ
て
學
ば
な

い
者
は
下
民
で
あ
り
、文
王
を
待
っ
て
そ
の
德
に
な
ら
う
者
は
凢
民
で
あ
る
。

ま
ず
學
問
に
つ
い
て
は
、
君
子
の
儒
と
し
て
、「
日
夜
學
問
に

進
し
君
主
の
下

問
を
待
つ
」
と
、「
爲
己
」
と
い
う
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。「
爲
己
之
學
」

を
理
想
と
し
た
王
應
麟
は
、
學
び
の
繼
續
を
理
想
と
し
て
い
た
と
い
う
と
お
り
、

「
日
夜
學
問
に

進
し
」
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
の
と
お
り
に
彼
は
學
問

を
實
踐
し
た
。
ま
た
士
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
己
を
行
う
に
恥
あ
り
」
そ
し

て
「（
君
子
た
ら
ん
と
す
る
）
高
い
志
を
持
ち
仁
義
の
心
を
持
つ
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
第
一

で
檢
討
し
た
彼
の
身
の
處
し
方
の
背
景
に
あ
っ
た
、
士
大
夫
意

の

表
朙
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
文

か
ら
は
、
君
子
た
ら
ん
と
す
る
彼
の
意
思
の
表

朙
と
、
君
子
た
る
べ
し
と
い
う
、
世
の
人
々
に
む
け
た
奬

の
意
圖
が
讀
み
取
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
王
應
麟
の
主

に

し
て
い
え
ば
、
彼
は
一
貫
し
て

君
子
と
し
て
淸
議
を
擔
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、『
困
學
紀
聞
』
を
讀
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
身
の
處
し
方
に

捉
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
王
應
麟
の
碑
文
の
作
成
の
背
景
に
は
、
彼
の
理
想
と
す
る
學
問

と
元
朝
の
施
策
と
の
合
致
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
理
想
は
、
彼
が
登
第
當
初
か

ら
實
際
に
實
踐
し
て
き
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
先
學

に
指

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
彼
は
考
え
を
改
め
て
碑
文
を
作
成
し
た
わ
け
で
は
な

い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
碑
文
に
見
ら
れ
る
九
先
生
の
表

は
、『
困

學
紀
聞
』
に
み
ら
れ
た
先
賢
の
表

と
同
じ
く
風
俗
敎
化
の
一
端
と
も
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
碑
文
の
作
成
も
ま
た
、
外
的
要
因
の
變
化
に
關
わ
ら
ず

風
俗
敎
化
を
擔
う
の
だ
と
い
う
第
一

に
檢
討
し
た
彼
の
士
大
夫
意

と
結
び
つ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
碑
文
の
作
成
は
、
王
應
麟
に
と
っ
て
は
淸

議
を
擔
う
行
爲
で
あ
り
、
彼
の
節
義
と
は
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
碑
文
と
『
困
學
紀
聞
』
に
み
ら
れ
る
士
の
あ
り
方
と
學
問
に
つ
い

て
論
じ
た
似
通
っ
た
二
つ
の
文

に
關
し
て
檢
討
し
て
お
き
た
い
。「
重
建
儒
學

記
」（
至
元
二
九―

一
二
九
二
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

不
農
不
工
、何
以
謂
之
士
、非
老
非
釋
、何
以
謂
之
儒
。行
己
㊒
恥
、尙
志
仁
義
、

士
之
實
也
。
爲
君
子
儒
、
夙
夜
彊
學
以
待
問
、
儒
之
實
也
。（「
重
建
儒
學
記
」

（『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
三
））

農
も
せ
ず

人
も
せ
ず
、
何
を
以
て
士
と
謂
う
か
、
衟
家
で
も
佛
敎
徒
で
も

な
い
、
何
を
以
て
儒
者
と
い
う
か
。
己
を
行
う
に
恥
あ
り
、（
君
子
た
ら
ん
と

す
る
）
高
い
志
を
持
ち
仁
義
の
心
を
持
つ
、
こ
れ
が
士
の
本
質
で
あ
る
。
君

子
の
儒
と
し
て
、
日
夜
學
問
に

進
し
君
主
の
下
問
を
待
つ
、
こ
れ
が
儒
者

の
本
質
で
あ
る
。

こ
の
碑
文
の
文

と
似
通
っ
た
主
張
が
、『
困
學
紀
聞
』
に
も
み
ら
れ
る
。『
困
學

紀
聞
』
に
は
、

作
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
た
「
困
不
學
則
下
民
爾
」
を
引
き
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
二
九

㊟
（
1
）　

考
證
學
の
先
驅
と
し
て
は
內

湖
南
『

那
史
學
史
』
に
詳
し
く
、
寧
波
と
い

う
地
域
の
特
性
か
ら
論
じ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
坂
俊
廣
氏
編
『
文
化
都
市　

寧

波
』（
東
ア
ジ
ア
に
漕
ぎ
だ
す
2
、
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

村
上
哲
見
氏
「
貮
臣
と
遺
民　

宋
末
元
初
江
南
文
人
の
亡
國
體
驗
」（『
東
北
大
學

文
學

硏
究
年
報
』
四
三
號
、
一
九
九
四
。
後
『
中
國
文
人
論
』
汲
古
書
院
、
所

）

は
、
元
に
な
っ
て
「
官
位
を
受
け
た
人
」
と
受
け
な
か
っ
た
人
と
が
親
し
く
交
際
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
風
雅
の
會
を
共
に
享
受
し
て
い
る
例
を
至
る
處
に
見
い
だ
す
こ
と
が
出

來
る
」
と
し
て
、「
あ
く
ま
で
も
元
朝
の

配
に
拒
否
反
應
を
示
し
た
人
々
の
多
く

は
衟
學
の
徒
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
人
々
を
「
別
に
す
れ
ば
、
一
般
的
に
は
「
貮

臣
の
思
想
」
す
な
わ
ち
二
朝
に
仕
え
る
こ
と
を
罪
惡
視
す
る
よ
う
な
考
え
方
と
は
無

緣
で
あ
り
、「『
四
庫
提
要
』
が
宋
人
か
元
人
か
を
區
別
し
た
基
準
」
は
、「
兩
朝
に

仕
え
る
こ
と
を
不
衟
德
と
し
て
非
難
」
す
る
「
一
種
の
モ
ラ
ル
意

」
に
あ
る
と
論

じ
る
。

（
3
）　

森
田
憲
司
氏
「
碑
記
の
撰
述
か
ら
見
た
宋
元
交
替
朞
の
慶
元
に
お
け
る
士
大
夫
」

（『
奈
良
史
學
』
十
七
號
、
一
九
九
九
。
後
『
元
代
知

人
と
地
域
社
會
』
汲
古
書
院
、

所

）
六
七
頁
は
、『
宋
元
學
案
』『
宋
季
忠
義
錄
』
の
王
應
麟
の
記
述
に
對
し
、「
公

的
建
造
物
の
碑
記
へ
の
執
筆
が
、
建
造
の
主
體
で
あ
る
地
方
官
と
無
關
係
に
依
賴
さ

れ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
官
途
に
就
か
な
か
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
王
應
麟
が
元
朝

と
の
關
係
を
全
く
斷
絕
し
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
後
世
の
評
傳
の
作
り
出
し
た
「
元

朝
に
背
を
向
け
、
杜
門
講
學
す
る
文
人
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
修
正
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。」
と
指

す
る
。

（
4
）　

こ
れ
ら
の
後
世
の
評
傳
の
記
述
に
つ
い
て
、
森
田
憲
司
氏
は
歬
揭
論
文
六
六
頁
に
、

「
後
世
の
評
傳
に
お
け
る
彼
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
南
宋
滅
亡
後
は
世
閒
と
の

交
わ
り
を
斷
ち
、
學
問
に
專
念
し
て
多
く
の

述
を
生
み
出
し
た
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
王
應
麟
の
弟
子
で
あ
る
袁
桷
が
書
い
た
玉
呂
伯
里
伯
行
の
神

あ
る
思
想
的
背
景
を
考
察
し
た
。
彼
に
は
、
風
俗
敎
化
を
擔
う
と
い
う
士
大
夫
意

が
あ
り
、
在
野
に
あ
っ
て
二
朝
に
仕
え
な
い
と
い
う
彼
の
態
度
お
よ
び

述
活

動
は
、
彼
の
論
じ
る
「
下
」
に
お
け
る
淸
議
と
對
應
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

元
朝
が
と
っ
た
、
科
擧
を
行
わ
ず
に
學
校
建
設
を
盛
ん
に
行
う
と
い
う
政
策
は
、

鄕
里
を
敎
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
考
え
る
學
問
の
理
想
に
も
合
致
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
に
と
っ
て
碑
文
の
作
成
は
、
風
俗
敎
化
の
一
端
で
も
あ
り
、

彼
の
士
大
夫
意

に
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
後
世
問
題
視
さ
れ
る
碑
文
の
作
成

は
、
彼
の
持
っ
て
い
た
學
問

及
び
士
大
夫
意

か
ら
み
る
と
、
問
題
と
な
る
行

爲
で
は
な
い
。「
二
君
に
仕
え
な
い
」
と
い
う
彼
の
節
義
と
、
碑
文
の
作
成
が
示

す
元
朝
と
の
交

と
が
矛
盾
す
る
と
み
な
さ
れ
、
變
節
と
も
守
節
と
も
評
價
さ
れ

て
い
た
王
應
麟
で
あ
る
が
、
本
稿
が
朙
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、「
不
仕
」
と
碑
文

作
成
と
の
い
ず
れ
も
彼
に
と
っ
て
は
風
俗
敎
化
を
擔
う
行
爲
で
あ
り
、
矛
盾
は
な

い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
が
朙
ら
か
に
し
た
、『
困
學
紀
聞
』
に
見
え
る
風

俗
の
擔
い
手
と
し
て
の
士
の
あ
り
方
の
議
論
か
ら
す
る
と
、
碑
文
を
作
成
し
た
と

い
う
こ
と
は
、
學
者
の
理
想
的
な
あ
り
か
た―

そ
れ
は
朱
子
學
者
と
し
て
の
理
想

で
も
あ
る―

に
つ
い
て
の
彼
の
考
え
の
實
踐
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か）
（（
（

。

　

ま
た
、
考
證
學
の
書
物
と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
『
困
學
紀
聞
』
だ
が
、

こ
の
考
察
で
朙
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
社
會
に
對
す
る
意
見
の
表
朙
が
な
さ

れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
と
い
う
性
格
に
㊟
目
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
れ
は
後
世

の
『
日
知
錄
』
に
通
じ
る
こ
と
で
、
比
較
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
で
は
觸

れ
ら
れ
な
か
っ
た
考
證
學
者
と
し
て
の
彼
の
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
、
さ
ら
に
は
、

元
朝
に
仕
官
し
た
こ
と
が
非
難
の
對
象
と
な
る
吳
澄
、
宋
の
滅
亡
後
は
餓
死
を
選

ん
だ
と
も
い
わ
れ
る
黃
震
と
い
っ
た
同
時
代
の
人
物
と
の
比
較
と
と
も
に
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
三
〇

衟
碑
（『
淸
容
居
士
集
』
卷
二
六)

に
は
、「
慶
元
、
故
の
宋
の
公
相
の
家
多
し
、
時

に
翰
林
學
士
王
公
應
麟
は
門
を
閉
じ
て
客
を
納
れ
ず
」
と
あ
り
、

南
宋
の
人
士
を

含
め
て
交
際
を
絕
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文

は
「
公
（
伯
行
）

は
首
め
て
尊
禮
開
說
し
、
學
ぶ
者
を
し
て
之
れ
に
師
事
せ
し
む
」
と
續
き
、
伯
行
に

よ
っ
て
王
應
麟
が
外
の
世
界
と
關
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
」
も
の
で
あ

る
と
指

す
る
。

（
5
）　

以
下
の
㊮
料
か
ら
、
王
應
麟
は
二
君
に
仕
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
た
こ
と
、

ま
た
彼
が
節
を
全
う
し
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　

原
繁
曰
「
臣
無
二
心
、
天
之
制
也
」
此
天
下
名
言
、

世
爲
臣
之
大
法
。（『
困
學
紀

聞
』
卷
六
「
春
秋
」、
四

叢
刊
所

、
元
刊
本
。
以
下
、『
困
學
紀
聞
』
の
引
用
は

書
名
を
省
略
。）

　
　

王
、
氏
也
、
應
麟
、
名
也
、
伯
厚
甫
、
字
也
。
其
先
浚
儀
人
、
居
鄞
自
曾
大
父
始
也
。

遺
民
、
不
忘

也
。（
中
略
）
不
足
稱
於
遺
老
、
或
庶
幾
乎
守
隅
。「
浚
儀
遺
民
自

誌
」（『
四
朙
文
獻
集
』
中

書
局
、
二
〇
一
〇
）

（
6
）　

こ
こ
に
王
應
麟
の
公
的
建
造
物
に
對
す
る
碑
文
の
リ
ス
ト
を
あ
げ
て
お
く
。
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
森
田
憲
司
氏
（
歬
揭
論
文
）
を
參
照
し
た
。
な
お
碑
文
の
作
成
年

お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
記
し
た
建
造
者
は
、
張
大
昌
撰
の
年
譜
に
從
う
。

　
　
「
奉
化
社
稷
壇
記
」
至
元
二
七
年
（
一
二
九
〇
）『
四
朙
文
獻
集
』
卷
一
（
建
造
者
、

奉
化
令
丁
濟
）

　
　
「
濟
南
陳
公
修
東
津
橋
記
」
至
元
二
八
年
（
一
二
九
一
）『
深
寧
先
生
文
抄
摭
餘
編
』

卷
一
（
慶
元
路
肅
政
廉
訪
使
陳
祥
）

　
　
「
重
建
儒
學
記
」
至
元
二
九
年
（
一
二
九
二
）『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
三
（
慶
元
路
肅

政
廉
訪
使
陳
祥
）

　
　
「
慶
元
路
建
醫
學
記
」
至
元
二
九
年
（
一
二
九
二
）『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
四
（
慶
元

路
肅
政
廉
訪
使
陳
祥
）

　
　
「
奉
化
重
修
縣
治
記
」
至
元
二
九
年
（
一
二
九
二
）『
延
祐
四
朙
志
』
卷
八
（
縣
尹
丁

濟
）

　
　
「
重
修
（
鄞
縣
）
學
記
」
至
元
三
〇
年
（
一
二
九
三
）『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
三
（
慶

元
路
肅
政
廉
訪
使
陳
祥
）

　
　
「
九
先
生
祠
堂
記
」
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）『
延
祐
四
朙
志
』
卷
十
三
（
廉
訪
使
完

顏
貞
）

（
7
）　

楊
亮
氏
「
四
朙
文
士
心
態
及
政
治
傾
向
發

」（『
宋
末
元
初
四
朙
文
士
及
其
詩
文

硏
究
』
中

書
局
、
二
〇
〇
九
）
四
七
・
四
八
頁
は
、
王
應
麟
が
「
重
建
儒
學
記
」

至
元
二
九
（
一
二
九
二
）
に
、「
至
元
十
九
年
春
、
學
燬
於
融
風
」
と
記
し
、
元
の

年
號
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
應
麟
は
元
朝
の
施
策
が
南
宋
士
大
夫
層
の
利
益

擴
大
を
圖
る
も
の
と
考
え
、
遺
民
の
節
義
を
捨
て
元
朝
に
贊
同
す
る
立
場
を
朙
確
に

し
、
さ
ら
に
遺
民
ら
に
對
し
宋
朝
へ
の
節
義
を
捨
て
る
よ
う
呼
び
か
け
た
の
だ
と
論

じ
る
。
ま
た
錢

偉
氏
「
元
朝
下
的
遺
民
生
活
」（『
王
應
麟
學
術
評
傳
』
中

書
局
、

二
〇
一
一
）
七
四
頁
以
下
に
は
、
一
二
九
〇
年
以
降
か
ら
地
方
官
と
の
交

が
增
え

碑
文
を
記
し
た
の
は
、
宋
の
復
興
は

め
な
い
と
い
う
現
實
を
受
け
入
れ
、
考
え
を

改
め
た
の
だ
と
し
、
ま
た
署
名
に
用
い
る
年
號
に
つ
い
て
は
、『
閬
風
集
序
』
に
「
旃

協
洽
」
と
署
名
し
元
の
年
號
を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
應
麟
は
遺
民
の
節

義
を
守
り
通
し
た
の
だ
と
論
じ
る
。

（
8
）　

張
驍
飛
氏
「
王
應
麟
交
遊
考
」（『
王
應
麟
文
集
硏
究
』
第
四
節
、
中

書
局
、
二

〇
一
〇
）
五
九
頁
に
、
袁
桷
が
王
應
麟
に
師
事
し
た
朞
閒
を
根
據
に
、『
困
學
紀
聞
』

は
、
一
二
八
七
年
か
ら
一
二
九
六
年
の
十
年
の
閒
に
完
成
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

（
9
）　

小
島
毅
氏
「
八
條
目
の
あ
い
だ
」（『
東
洋
文
化
硏
究
』
一
號
、
一
九
九
九
）
一
〇

三
頁
以
下
は
、
朱
熹
が
「
知
南
康

文
」
に
「
在
地
の
良
俗
の
積
み
重
ね
が
、
皇
帝

の
施
政
を

え
る
と
い
う
構
圖
」
を

き
、
八
條
目
の
家
と
國
の
あ
い
だ
に
「
鄕
」

と
い
う
槪
念
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
家
レ
ベ
ル
の
仁
・
讓
の
氣
風

が
國
レ
ベ
ル
に
擴
大
す
る
の
は
、
な
に
も
君
主
の
家
が
そ
う
で
あ
る
場
合
だ
け
に
か

ぎ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
指

し
、
當
時
の
人
々
に
と
っ
て
「
八
條
目
の
階
梯
性
は
、



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
三
一

下
か
ら
の
各
個
積
み
上
げ
の
理
論
に
よ
っ
て
、
全
體
を
秩
序
あ
ら
し
め
る
か
た
ち
で

機
能
す
る
」
と
表
象
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
る
。

（
10
）　
『
程
氏
遺
書
』
卷
十
八
（『
二
程
集
』
中

書
局
本
、
二
三
六
頁
）

　
　

世
祖
繼
起
、
不
得
不
襃
尙
名
節
。
故
東
漢
之
士
多
名
節
。
知
名
節
而
不
知
節
之
以
禮
、

遂
至
於

節
。
故
當
時
名
節
之
士
、
㊒
視
死
如
歸
者
。

節
既
極
、
故
魏･

晉
之
士

變
而
爲
曠

。

　
　
『
朱
子
語
類
』
卷
三
四　
（
中

書
局
本
、
八
七
四
頁
）

　
　

或
引
、
伊
川
言
晉
宋
淸
談
、
因
東
漢
節
義
一
激
而
至
此
者
。
曰
、
公
且
說
、
節
義
如

何
能
激
而
爲
淸
談
。
或
傳
、
節
義
之
禍
、
在
下
者
不
知
其
所
以
然
、
思
欲
反
之
。
所

以
一
激
而
其
變
至
此
。
曰
、
反
之
固
是
一
說
。
然
亦
是
東
漢
崇
尙
節
義
之
時
、
便
自

㊒
這
箇
意
思
了
。

當
時
節
義
底
人
、
便
㊒
傲
睨
一
世
、
汚
濁
朝
廷
之
意
。
這
意
思

便
自
㊒
高
視
天
下
之
心
、
少
閒
便

入
於
淸
談
去
。

　
　
「

節
」
の
解
釋
は
、『
易
』
の
「

節
不
可
貞
，
其
衟
窮
也
」
に
從
う
。

（
11
）　
『
宋
史
』
王
應
麟
傳
（
中

書
局
本
、
一
二
九
八
九
頁
）

　
　

會
賈
似
衟
拜
平

事
、

鼎
、
江

里
各
求
去
、
似
衟
亦
求
去
。
應
麟
奏
、
孝
宗

朝
闕
相
者
亦
逾
年
、
帝
亟
取
以
諭
之
。
似
衟
聞
應
麟
言
、
大
惡
之
、
語
包
恢
曰
、
我

去
朝
士

王
伯
厚
者
多
矣
、
但
此
人
素

文
學
名
、
不
欲
使
天
下
謂
我

士
。
彼

盍
思
少
自
貶
。
恢
以
吿
、
應
麟
笑
曰
、
迕
相
之
患
小
、
負
君
之
罪
大
。
遷
起
居
舍
人
、

中
書
舍
人
。
冬
雷
、
應
麟
言
、
十
⺼
之
雷
、
惟
東
漢
數
見
。
命
令
不
專
、
姦

竝
進
、
卑
踰
尊
、
外
陵
內
之
象
。
當
淸
天
君
、
謹
天
命
、
體
天
德
、
以
回
天
心
。
守

成
必
法
祖
宗
、

治
必
總
威
福
。
似
衟
聞
之
、
斥
逐
之
意
决
矣
。

　
　
　

右
は
一
二
六
八
年
の
賈
似
衟
專

下
の
出
來
事
で
あ
る
。「
鄂
州
の
役
」
で
の
戰

功
に
よ
り
一
二
六
〇
年
に
宰
相
と
な
っ
た
賈
似
衟
は
、
そ
の
手
腕
を
發
揮
し
軍
閥
官

僚
、
宦
官
外
戚
、
そ
し
て
學
生
た
ち
を
も
抑
え
こ
む
こ
と
に
成
功
す
る
。
一
二
六
八

年
に
は
賈
似
衟
は
五
日
一
朝
、
別
邸
で
政
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
南
宋
政
府

は
二
重
體
系
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
賈
似
衟
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
「
南
宋
末
の

宰
相
賈
似
衟
」（『
宮
崎
市
定
全
集
十
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
）
を
、
東
漢
末
の

淸
議
に
つ
い
て
は
、
本
田
濟
「
東
漢
の
名
節
」（『
東
洋
思
想
硏
究
』
創
文
社
、
一
九

八
七
）
を
參
照
し
た
。

（
12
）　

全
祖

は
王
應
麟
が
遁
走
し
た
と
『
宋
史
』
本
紀
に
記
さ
れ
る
こ
と
を
非
難
し
、

王
應
麟
を
擁

す
る
。『

埼
亭
集　

外
編
』
卷
十
九
（
四

叢
刊
所

、
景
上
海

涵

樓

原
刊
本
）「
先
生
於
德
祐
之
末
、
拜

關
、
此
與
曾
淵
子
輩
之
濳
竄
者

不
同
。
先
生
既
不
與
軍
師
之
任
、
國
事
已
去
、
而
所
言
不
用
、
不
去
何
待
。
必
俟
元

師
入
城
、
親
見
百
官
署
名
降
表
之
辱
乎
。
試

先
生
在
兩
制
時
、
晨
夕
所

詞
命
、

猶
思
挽
既
渙
之
人
心
、
讀
之
令
人
淚
下
、
則
先
生
非
肯

然
而
去
者
。
今
與
淵
子
輩

同
書
曰
遁
、
妄
矣
。」

（
13
）　
『
困
學
紀
聞
』
に
は
具
體
的
な
人
物
に
は
限
ら
れ
な
い
鄕
里
の
先
賢
の
表

が
み

ら
れ
る
。「
陳
無
淮
無

・
襄
、
無
蜀
而
立
國
三
十
二
年
、
江
左
猶
㊒
人
也
。」（
卷

十
五
「
考
史
」）「
魏
以
不
仁
得
國
、
而
司
馬
氏
父
子
世
執
其
柄
。
然
節
義
之
臣
、

巨
奸
之

、

王
淩
以
壽
春
欲
誅
懿
而
不
克
、
文
欽
・
毋
丘
儉
以
淮
南
欲
誅
師
而
不

遂
、
諸

誕

以
壽
春
欲
誅
昭
而
不
成
、
千
載
猶
㊒
生
氣
、
魏
爲
㊒
臣
矣
。（
卷
十

五
「
考
史
」）

（
14
）　

碑
文
に
み
ら
れ
る
王
應
麟
五
先
生
の
表

は
、
佐
藤
仁
氏
「
全
祖

撰　

慶
曆
五

先
生
書
院
記
考
」（『
久
留
米
大
學
文
學

紀
要
』
第
六
號
、
一
九
九
四
）
四
頁
以
下

に
詳
し
い
。
ま
た
近
藤
一
成
氏
は
「
鄞
縣
知
事
王
安
石
と
朙
州
士
人
社
會
」（『
宋
代

中
國
科
擧
社
會
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
）
一
九
六
頁
以
下
に
、
王
應
麟
の

「
重
修
（
鄞
）
縣
學
記
」
の
記
述
に
つ
い
て
、「
王
安
石
の
「
興
學
」
の
イ
メ
ー
ジ
と

同
じ
く
、
五
先
生
に
つ
い
て
も
宋
末
元
初
の
王
應
麟
が

い
た
像
を
現
代
の
わ
れ
わ

れ
も
共
㊒
し
て
い
る
」
と
指

す
る
。

（
15
）　
『
困
學
紀
聞
』
の
卷
六
「
春
秋
」
な
ど
の
記
述
か
ら
は
、
王
應
麟
は
、
夷
狄
と
中

の
區
別
を
、『
左
傳
』
の
よ
う
に
出
自
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、『
公

羊
傳
』
に
從
い
、
文
化
、
禮
制
の
㊒
無
に
お
く
と
み
ら
れ
る
が
、
彼
の
夷
狄

に
つ



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
三
二

い
て
は
、
別
稿
に
朞
し
た
い
。

（
16
）　

錢

偉
氏
は
歬
揭
論
文
に
、
一
二
九
〇
年
以
降
か
ら
碑
文
を
記
し
た
の
は
、
宋
の

復
興
は

め
な
い
と
い
う
現
實
を
受
け
入
れ
、
考
え
を
改
め
た
の
だ
と
論
じ
る
。

（
17
）　W

.�Theodore�de�Bary

氏
「
元
代
に
お
け
る
衟
學
の
興
隆
」（『
東
洋
史
硏
究
』

三
八―
三
、
一
九
七
九
）
八
四
頁
に
、
一
二
九
〇
年
ま
で
に
州
縣
の
學
校
數
は
二

を
超
え
て
い
た
と
い
う
指

が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
元
朝
の
文
化
政
策
に
は
、
既

に
多
く
の
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
儒
學
を
保

し
隆
盛
さ
せ
よ
う
と
し
た
側
面
が
あ

り
、
宮
紀
子
氏
は
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇

〇
六
）
六
頁
以
下
に
、「
ク
ビ
ラ
イ
は
南
北
混
一
以
後
、
內
に
甲
監
、
外
に
提
擧
官

を
設
け
、
郡
縣
の
學
校
の
こ
と
を
領
せ
し
め
た
。
そ
の
結
果
、
儒
敎
は
モ
ン
ゴ
ル
本

土
に
ま
で
廣
ま
り
、
何
處
に
も
學
校
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
至
元
八
年
（
一
二
七
一
）
の
國
學
の
設
立
、

古
字
學
の
設
立
に
よ
っ
て
、
ま
す

ま
す
儒
學
が
重
視
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
と
指

す
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
ク

ビ
ラ
イ
に
仕
え
た
漢
人
の
存
在
が
あ
り
、
杉
山
正
朙
氏
『
中
國
史
3
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
九
）
四
五
九
頁
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な
『
漢
化
』
政
策
は
、
ク
ビ
ラ
イ
の
漢
人

ブ
レ
ー
ン
の
劉
秉
忠
や
姚
樞
ら
の
助
言
に
基
づ
い
て
推
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。」

と
し
、
こ
の
よ
う
な
施
策
を
と
っ
た
理
由
と
し
て
「
そ
れ
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
國
の

行
政
・
官
僚
組

で
は
、
厖
大
な
人
口
を
か
か
え
る
中
國
本
土
も
含
め
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
に
廣
が
る
廣
大
な
領
域
全
體
を
本
格

治
す
る
た
め
に
は
も
は
や
と
う
て
い
閒
に

合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
指

す
る
。
こ
の
漢
人
ブ
レ
ー
ン
に
は
、
朱
子
學
を
傳

え
た
劉
秉
忠
、
程
朱
の
學
を
廣
め
た
と
稱
さ
れ
る
趙
復
、
ク
ビ
ラ
イ
の
顧
問
と
し
て

衟
學
を
指
導
し
た
許
衡
と
い
っ
た
衟
學
者
た
ち
が
お
り
、
彼
ら
の
盡
力
に
よ
り
、
ク

ビ
ラ
イ
は
彼
ら
に
皇
太
子
チ
ン
キ
ム
の
敎

を
任
せ
た
ほ
ど
、
儒
學
に
對
し
て

容

で
あ
っ
た
。
ク
ビ
ラ
イ
周
圍
の
こ
の
儒
學
官
僚
の
系
譜
が
授
時
曆
作
成
を
め
ぐ
っ
て

一
本
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
田
慶
兒
『
授
時
曆
の
衟　

中
國
中
世
の
科
學
と

國
家
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
）
を
參
照
。

（
18
）　
『
延
祐
四
朙
志
』
は
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
影
印
宋
元
四
朙
六
志
本
を
用
い
た
。

（
19
）　

舒
岳
祥
は
、
科
擧
試
驗
が
な
く
學
問
自
體
を
目
的
と
し
務
め
る
こ
と
が
出
來
る
、

今
の
士
は
幸
い
だ
と
論
じ
る
。「
士
無
科
擧
之
累
、
務
問
學
之
實
、
郡
歲
貢
一
士
、

庶
幾
鄕
擧
里
選
之
意
、
天
下
之
士
幸
矣
。」（『
閬
風
集
』
卷
十
一
）

（
20
）　de�Bary

氏
は
歬
揭
論
文
七
七
頁
以
下
に
、
元
初
に
お
け
る
科
擧
の
實
施
を
め
ぐ

る
議
論
に
つ
い
て
、
科
擧
反
對
の
理
由
に
、
衟
學
者
自
身
が
科
擧
に
對
し
て
相
反
す

る
氣
持
ち
を
持
っ
て
お
り
、
科
擧
が
信
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指

す
る
。
ま
た
、

宋
の
滅
亡
後
、
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
に
科
擧
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
の
狀
況
に
つ

い
て
、
宮
紀
子
氏
は
歬
揭
書
三
四
九
頁
以
降
に
、「
南
宋
攝
取
直
後
か
ら
、
ク
ビ
ラ

イ
は
し
ば
し
ば
江
南
の
賢
才
を
求
め
る
詔
を
出
し
」、
そ
の
姿
勢
は
以
後
も
踏

さ
れ
、

科
擧
再
開
以
歬
に
す
で
に
保
擧
と
い
う
「
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
人
材
登
用
の
方
法

が
確
立
」
し
て
い
た
こ
と
、
科
擧
再
開
直
後
に
も
「
科
擧
に
應
じ
な
い
在
野
の
士
の

保
擧
を
求
め
て
い
る
」
こ
と
を
擧
げ
、「
江
南
の
文
人
で
も
、
保
擧
に
よ
る
人
材
登

用
を
肯
定
し
、
科
擧
を
冷
や
や
か
に
眺
め
て
い
た
者
も
い
た
」
と
論
じ
る
。

（
21
）　

黃
震
に
よ
る
博
學
宏
辭
科
批

に
つ
い
て
は
、
近
藤
一
成
「
南
宋
地
域
社
會
の

科
擧
と
儒
學―

朙
州
慶
元
府
の
場
合
」（『
宋
代
中
國
科
擧
社
會
の
硏
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
）
一
八
一
頁
を
參
照
。

（
22
）　

衟
學
者
の
科
擧
批

に
つ
い
て
島
田
虔
次
氏
は
『
朱
子
學
と
陽
朙
學
』（
岩
波
新
書
、

一
九
六
七
）
一
一
六
頁
に
、「
士
大
夫
の
學
と
し
て
の
宋
學
に
は
、
最
初
か
ら
科
擧

を

し
と
し
な
い
態
度
が
內
在
し
て
」
お
り
、「
科
擧
を
功
利
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
そ
れ
に
對
す
る

戒
的
な
氣
分
が
、
少
な
く
と
も
た
て
ま
え
と
し
て
、
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
る
。
ま
た
朱
熹
の
科
擧
批

に
つ
い
て
田
中
謙
二
氏

は
「
朱
熹
と
科
擧
」（『
中
國
文
朙
選　

朱
子
集
』
⺼
報
十
五
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九

七
六
）
に
、
朱
熹
が
晚
年
に
は
一
槪
に
科
擧
を
否
定
し
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指

す
る
。

（
23
）　
『
宋
史
』
王
應
麟
傳
（
中

書
局
本
、
一
二
九
八
七
頁
）



元
朝
治
下
の
王
應
麟
と
そ
の
思
想

一
三
三

　
　

初
應
麟
登
第
言
曰
、
今
之
事
舉
子
業
者
、
沽
名
譽
、
得
則
一
切
委

。
制
度
典
故
漫

不
省
、
非
國
家
所

於
通
儒
。」
於
是
閉
門
發

、
誓
以
博
學
宏
辭
科
自
見
、
假
館

閣
書
讀
之
。
寶
祐
四
年
中
是
科
。

（
24
）　

全
祖

は
『
宋
元
學
案
』
に
「
宋
史
但
夸
其
辭
業
之
盛
、
豫
之

嫌
于
深
寧
者
、

正
以
其
辭
科
習
氣
未
盡
耳
。

區
區
以
玉
海
之
少
作
爲
足
盡
其
底

、
陋
矣
」
と
論

じ
る
が
、
王
應
麟
を
淸
朝
考
證
學
の
先
驅
と
み
な
す
論
に
お
い
て
『
玉
海
』
は
、
內

湖
南
「

那
史
學
史
」（『
內

湖
南
全
集
』
第
十
一
卷
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六

九
）
二
五
〇
頁
以
下
に
、
王
應
麟
を
考
證
學
の
先
驅
た
ら
し
め
る

作
と
稱
さ
れ
る
。

ま
た
、
吾
妻
重
二
氏
は
「
格
物
窮
理
の
ゆ
く
え―

朱
熹
以
降
に
お
け
る
二
つ
の
方

向
」（『
關
西
大
學
文
學
論
集
』
第
五
二
號
、
二
〇
〇
二
）
一
八
頁
に
、「
淸
朝
考
證

學
者
た
ち
の
私
淑
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
學
問
に
諬
發
を
與
え
る
が
、
と
り
わ

け
「
君
子
は
一
物
を
知
ら
ざ
る
を
恥
ず
」（「
小
學
紺
珠
自
序
」）
と
い
う
態
度
を
貫
き
、

「
博
學
洽
聞
を
以
て
一
世
を
伏
す
」（
牟
應
龍
「
小
學
紺
珠
序
」）
と
稱
さ
れ
た
王
應

麟
の
存
在
は
大
き
い
」
こ
と
を
指

す
る
。

（
25
）　

朱
熹
の
「
爲
己
之
學
」
に
み
る
學
び
の
持
續
に
つ
い
て
は
、
市
來
津
由
彦
氏
「
黃

榦
に
お
け
る
『
爲
己
の
學
』
の
表
象
」（『
集
刊
東
洋
學
』
百
號
、
二
〇
〇
八
）
に
、

『
大
學
或
問
』
に
は
「
爲
己
」
に
つ
い
て
「
大
抵
學
ぶ
者
に
し
て
天
下
の
こ
と
を
視
て
、

以
て
己
が
事
の
當
に
然
る
べ
き
所
と
爲
す
を
以
て
之
を
爲
せ
ば
、
則
ち
甲
兵
・
錢

穀
・
籩
豆
・
㊒
司
の
事
と
雖
も
、
皆
な
己
の
爲
に
す
る
な
り
」
と
あ
り
、「
す
な
わ

ち
、
一
見
、
自
己
の
外
に
あ
る
か
の
よ
う
な
官
人
と
し
て
の
社
會
的
行
政
活
動
（「
治

人
」）
も
、
眼
歬
の
そ
の
局
面
で
我
が
身
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
と
自
覺
す
る

な
ら
ば
、『
爲
己
』
の
こ
と
と
捉
え
る
べ
き
と
す
る
。」
と
し
て
、
科
擧
に
合
格
し
た

後
も
「
爲
己
」
の
課
題
か
ら
遠
ざ
か
る
わ
け
で
は
な
い
と
論
じ
る
。

（
26
）　

博
學
宏
辭
科
に
つ
い
て
王
應
麟
は
、「
辭
學
指
南
序
」
に
朱
熹
の
「
學
校
貢
舉
私

議
」
を
引
き
「
朱
文
公
謂
、
是
科
習
諂

夸
大
之
辭
、
競
騈
儷

雕
之
巧
、
當
稍
更

文
體
、
以
深
厚

嚴
爲
主
。
然
則
學
者
必
涵
泳
六
經
之
文
、
以

其
本
云
」
と
述
べ
、

朱
熹
の
論
じ
る
と
こ
ろ
に
從
い
、
博
學
宏
辭
科
を
評
價
す
る
。

（
27
）　

乾
衟
淳
熈
閒
、
正
學
大
朙
、
朱
子
在
建
、
張
子
在
潭
、
呂
子
在
婺
、
陸
子
在
撫
、

學
者
宗
之
如
日
⺼
江
漢
。
光
潤
所
被
、
皆
爲
名
儒
。
於
是
朙
㊒
四
先
生
、
其
一
曰
廣

平
先
生
文
靖
舒
公
。（
中
略
）
沈
楊
袁
三
先
生
、
衟
同
志
合
、
化
東
海
之
濱
爲
洙
泗
。

（「
廣
平
書
院
記
」（『
四
朙
文
獻
集
』
卷
一
））

（
28
）　

淳
煕
年
閒
の
四
先
生
と
慶
曆
年
閒
の
五
先
生
を
併
せ
た
九
先
生
に
つ
い
て
の
同

の
記
述
は
、
王
應
麟
が
記
し
た
「
九
先
生
祠
堂
記
」（
元
貞
二―

一
二
九
六
）
に
も

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
王
應
麟
は
各
人
の
傳
を
殘
し
て
い
る
（『
延
祐
四
朙
志
』
卷
四
）。

（
29
）　

㊟
24
に
も
引
い
た
「
小
學
紺
珠
自
序
」
の
㊟
に
あ
る
「
君
子
は
一
物
を
知
ら
ざ
る

を
恥
ず
」
と
い
う
言

は
、
彼
の
考
證
學
的
側
面
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
文
は
後
文
に
、「
夫
小
學
者
、
大
學
之
基
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
く
ま

で
も
朱
子
學
の
大
系
の
中
で
の
大
學
の
基
礎
と
し
て
「
博
學
」
を
考
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
「
博
學
」
の
位
置
づ
け
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
㊟
目
さ
れ
て
き
た
考
證
學
者

と
し
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に
朱
子
學
者
と
し
て
の
王
應
麟
の
思
想
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


